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1. 授業の概要（ねらい）
この授業では人類史上での金属器の利用開始と生産技術の発展について、考古資料をもとに解説する。特に東アジア地
域における金属器の発展について焦点をあてる。具体的には中国大陸における青銅器の出現と展開、鉄器利用の開始に
ついて触れ、さらに中国の青銅器や鉄器文化が東アジア周辺地域にどのように拡散していったかについて説明する。日本
列島での青銅器文化の受容と受容後の青銅器の祭器化や日本における鉄生産開始時期をめぐる議論についても論じる。

2. 授業の到達目標
1．人類史上での金属器の出現がもつ意義と影響について理解する
2．日本列島における青銅器文化や鉄器文化の受容と展開について理解する

3. 成績評価の方法および基準
授業内テストによって成績を評価する。

4. 教科書・参考文献

5. 準備学修の内容
授業内で示した参考文献等に目を通しておくことが望ましい。

6. その他履修上の注意事項
テキストは特に指定しない。必要に応じてプリント等の資料を配布する。

7. 授業内容
【第１回】 ガイダンス
【第２回】 青銅器と鉄器の特徴
【第３回】 人類の金属利用の歴史
【第４回】 中国大陸の青銅器１
【第５回】 中国大陸の青銅器２
【第６回】 朝鮮半島の青銅器
【第７回】 日本の青銅器１
【第８回】 日本の青銅器２
【第９回】 日本の青銅器３
【第10回】 東アジアにおける鉄器の出現と展開
【第11回】 日本の鉄器１
【第12回】 日本の鉄器２
【第13回】 日本の鉄器３
【第14回】 日本における鉄生産時期をめぐる議論について
【第15回】 まとめとテスト


